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新チームとして 2022 年 全日本ロードレース選手権に参戦！ライダーに

津田拓也と岡田秀之を起用 

Ken & James Racing 株式会社（本社、山口県宇部市 代表取締役社長 斎藤 文護）

は、2022年の MFJ全日本ロードレース選手権に「オートレース宇部 RACING TEAM」

として参戦致します。 

 

参戦するクラスは排気量 1000cc の「ST1000」クラスで、ライダーには津田拓也と岡田

秀之を起用。マシンはスズキ GSX-R1000 を使用し、新規参戦のチームながら 2 台体

制で参戦します。 

 

 

 



【2022 年 チーム体制詳細】 

 

・チーム名：「オートレース宇部 RACING TEAM」 

（オートレースウベ・レーシングチーム） 

・参戦クラス： ST1000 クラス（年間全 5 ラウンド、6 レース） 

・使用マシン： スズキ GSX-R1000（排気量 1000cc） 

 

・ライダー ： #１３   津田 拓也（つだ・たくや） 

         #３７   岡田 秀之（おかだ・ひでゆき） 

 

・チームオーナー ： 斎藤 文護（さいとう・ぶんご） / 吉川 健一（よしかわ・けんいち） 

・チーム監督／マネージャー :中井 貴之（なかい・たかし） 

・チーフメカニック   伊神 常高（いがみ・つねたか） 

 

 

             

【新チームでの参戦について】 

 

「オートレース宇部 RACING TEAM」は MFJ 全日本ロードレース選手権に新たに参戦する

チームです。しかしながら、レース経験豊富なスタッフが集まり、ライダーには MotoGP 開発ラ

イダーを務めるベテランライダーの津田拓也が加わったことで、チームは初年度から優勝を

狙ってレースを戦います。 

 

津田のチームメイトには MFJ全日本ロードレース選手権ではルーキーとなる岡田秀之を起用

します。昨年、鈴鹿サンデーロードレースで年間チャンピオンを獲得するなど、成長著しいライ

ダーです。ベテラン、ルーキーの２台体制での参戦にぜひご期待ください。 

 

また、チームの所在地は山口県宇部市ですが、ファクトリーを三重県鈴鹿市に構えました。鈴

鹿サーキットの近くに拠点を置くことで得られるメリットを最大限に活かして、強力なチーム体

制を築き上げていきます。 

 

なお、チーム名の表記は会社名ではなく「オートレース宇部 RACING TEAM」でお願いします。 

 

 



【オートレース宇部について】 

 

チーム名にもあるメインスポンサー「オートレース宇部」は山口県宇部市にある競輪・競馬・オ

ートレースの車券を扱う複合型場外販売施設です。 

 

2017 年の鈴鹿８時間耐久ロードレースで「山科カワサキ KEN RACING」のスポンサーを開始

し、2022 年から独立したレーシングチームとして全日本ロードレース選手権に参戦することに

なりました。 

 

チームのスポンサーになる以前から、オーナーの斎藤文護はモータースポーツの熱狂的なフ

ァンであり、1978 年の鈴鹿８耐（第一回大会）から鈴鹿現地で観戦を続ける８耐フリークでも

あります。 

 

2022年は MFJ全日本ロードレース選手権に限定した参戦となりますが、当然の事ながら、チ

ームは鈴鹿８耐、そして FIM 世界耐久選手権のシリーズ参戦を目指していきます。 

 

マシンのリバリー（カラーリング）は「オートレース宇部」のイメージカラーのオレンジが映える

ようにブラックをベースにしました。日本語の文字で「オートレース宇部」と書かれたマシンは

レースでファンの目を引く存在になってくれるでしょう。 

 

【参戦クラス：ST1000について】 

 

MFJ 全日本ロードレース選手権への参戦初年度となる 2022 年、「オートレース宇部 RACING 

TEAM」が戦いの舞台に選んだのは ST1000 クラスです。 

 

排気量 1000cc の市販スポーツバイクを使用するレースで、改造可能な範囲が狭いため、街

乗りの市販車により近い仕様のマシンで戦います。そのため、市販車の性能が鍵となります

が、チームは津田拓也が長年乗り慣れているスズキ GSX-R1000を選択。2020年は最高位３

位、2021 年は最高位２位を獲得した非常に相性の良い組み合わせです。 

 

ST1000 クラスは「モビリティリゾートもてぎ（旧ツインリンクもてぎ／栃木県）」、「スポーツランド

SUGO（宮城県）」、「オートポリス（大分県）」、「岡山国際サーキット（岡山県）」、そして「鈴鹿

サーキット（三重県）」の５箇所のサーキットを転戦し、年間全 6 レースでチャンピオンを争いま

す。 



【ライダープロフィール】 

#１３ 津田 拓也 （つだ・たくや） 

 

和歌山県・岩出市出身／36 歳 

スズキ MotoGP テストライダー 

2016 年 全日本ロードレース JSB1000 ランキング２位 

2017 年 全日本ロードレース JSB1000 ランキング２位 

2018 年 全日本ロードレース JSB1000 ランキング 6 位 

2019 年 全日本ロードレース JSB1000 スポット参戦 

2020 年 全日本ロードレース ST1000 ランキング７位 

2021 年 全日本ロードレース ST1000 ランキング 13 位 

 

Twitter: @TakuyaTsuda85 

 

 

【ライダープロフィール】 

#３７ 岡田 秀之 （おかだ・ひでゆき） 

 

神奈川県・藤沢市出身／24 歳 

2019 年 FIM フラットトラック世界選手権 ランキング 10 位 

2020 年 鈴鹿サンデーロードレース NAT ST600 ランキング６位 

2021 年 鈴鹿サンデーロードレース INT ST1000 年間チャンピオン 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

Ken & James Racing株式会社 鈴鹿ファクトリー 

〒510-0236 三重県鈴鹿市中江島 3-3 CONTENTO GARAGE A 号 

TEL: 090-2708-6429 

Email：nakai@ar-ube-rt.com 

担当：中井 

 

 

2022 年 ST1000 クラス 年間スケジュール 

Race1 : 4月 2日〜3日 モビリティリゾートもてぎ／栃木県 

Race2 : 6月 24日〜5日 スポーツランド SUGO／宮城県 

Race3 : 8月 27日 オートポリス／大分県 

Race4 : 8月 28日 オートポリス／大分県 

Race5 : 9月 17日〜18日 岡山国際サーキット／岡山県 

Race6 : 11月 5日〜6日 鈴鹿サーキット／三重県 

※2022年 2月 10日時点 


